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Nanocellulose Symposium 2020　第 417 回　生存圏シンポジウム
「 構造用CNF材料の開発と自動車への応用 」

　昨年開催された東京モーターショーに、コンセプト、デザインからスタートし 3 年かけて完成させ

た実走する自動車、ナノセルロースヴィークル（NCV）を出展しました。NCV には京都大学生存圏

研究所ならびに京都市産業技術研究所が多くの機関と共に開発してきた様々なセルロースナノファイ

バー材料が実装されています。今回のシンポジウムでは長年にわたり NEDO プロジェクトで開発され、

NCV プロジェクトにおいて評価されたセルロースナノファイバー材料の実用化、社会実装を願い、今

年度が最終年度となる NEDO リグノ CNF プロジェクトおよび環境省 NCV プロジェクトの成果につ

いて報告致します。

今回は約 40 機関のブース出展に加え NCV や搭載部材の展示も行うなど、例年にも増して充実した展

示に努めます。多くの皆様のご来聴をお待ちしています。

■日　時：2020 年 2 月 27 日（木）10：00 ～ 18：00（受付 9：00 から）

■会　場：京都テルサ　テルサホール
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京都プロセスによる
セルロースナノファイバー強化樹脂の開発

（⼤）京都⼤学⽣存圏研究所
⽮野 浩之⽒
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CNF 強化 PP における原料樹種依存性
⽇本製紙（株）

伊達 隆⽒
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熱可塑性樹脂補強における進展
（地独）京都市産業技術研究所

仙波 健⽒
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CNF 強化熱可塑性樹脂の
フィルムインサート成形 + 発泡成形

（地独）京都市産業技術研究所
伊藤 彰浩⽒
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熱可塑性樹脂の発泡性への CNF 添加の効能
（⼤）京都⼤学⼯学研究科

⼤嶋 正裕⽒
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京都プロセスの⼯業化を⽬指した
樹脂混練プロセスのスケールアップ技術開発

宇部興産（株）
直川 典正⽒
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CNF 強化ポリアセタールのスケールアップ
三菱エンジニアリングプラスチックス（株）

池⽥ 剛志⽒
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塩化ビニル樹脂とリグノセルロースナノ
ファイバーの複合化技術の開発

⼤洋塩ビ（株）
前場 敬⽒
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コンセプトカー紹介
（株）トヨタカスタマイジング

＆ディベロップメント
鈴⽊ 幸弘⽒
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⽊質系バイオマスの効果的利⽤に向けた
特性評価

（国研）森林研究・整備機構
森林総合研究所

林 徳⼦⽒
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CNF 安全性評価⼿法開発プロジェクトの
成果概要

（国研）産業技術総合研究所
梶原 秀夫⽒
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NCV プロジェクトの概要
ー CNF を活かしたクルマづくりー

（⼤）京都⼤学⽣存圏研究所
⾅杵 有光⽒
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セルロースナノファイバーの
⾃動⾞エンジン部品への応⽤について

アイシン精機（株）
⽥中 ⼀貴⽒
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ポリアミド樹脂と CNF 複合材料を⽤いた
３D プリンター成形

（⼤）京都⼤学⽣存圏研究所
奥平 有三⽒
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セルロースナノファイバーの
⾃動⾞内装部品への展開

（株）イノアックコーポレーション
鈴⽊ 裕明⽒
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CNF 構造要素モデルの提案と
⾼濃度 CNF 成形品試作のための

接着性能評価
（⼤）名古屋⼯業⼤学

栗⼭ 晃⽒
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RTM 成形による
CNF 製⼤型⾃動⾞部材への挑戦

（学）⾦沢⼯業⼤学
附⽊ 貴⾏⽒
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ナノセルロースヴィークルの
脱炭素化への貢献

（⼀社）サステナブル経営推進機構
⼭岸 健⽒
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